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新型コロナウイルス感染症の流行は人々の暮らしを大

きく変え，日々の生活や産業の変化は，新しい常識・常
態として「ニューノーマル」と呼ばれ，私たちは変化へ
の具体的な対応が求められている．
我々はその対応に向けての有力な鍵が「ディジタルト

ランスフォーメーション（DX）」にあると着目し，本
特別小特集のタイトルとするとともに，四国のフィール
ドを中心とした「教育」「農業」「防災」等の各分野にお
ける AI や IoT 等を含む ICT を活用した研究や実例
（実践状況）を，専門家以外にも興味を持って頂けるよ
うに分かりやすく紹介することとした．
1 章は，地方自治体でのパーソナル知育絵本を用いた
試みを紹介頂いた．日本の教育分野はディジタル技術の
導入が遅れているとされてきたが，新型コロナウイルス
感染症の拡大により，公立小中学校の教育現場ではオン
ライン環境の準備が急速に進み，EdTech への期待がよ
り一層高まりつつある．一方で，就学前の幼児教育におい
ては，その重要性が確実に認識されてきてはいるものの，
具体的な支援策，特に幼児教育分野におけるディジタル
トランスフォーメーション（DX）の実践例などが国内で
は非常に少ないのも事実である．そこで乳幼児の言語発
達に寄与すると考えられる絵本の読み聞かせを題材にし
て，科学的知見に基づく幼児教育支援の実践例を述べる．
2 章は，高等専門学校における新型コロナウイルスに
対応した教育の ICT 化を紹介頂いた．新型コロナウイ
ルス感染症拡大の影響によって，高専をはじめ多くの学
校教育現場では ICTを活用した遠隔授業を行っている．
コロナ対策によって変化した学校の仕組みや ICT は今
後どのように活用されるのか，学生や教員はどのように
対応したのか，実例と今後について述べる．
3 章は，香川大学におけるDX化技術支援室の設置と

その取組みについて紹介頂いた．香川大学は，令和 2年
4 月に大学における DX（ディジタル改革）推進のため
「DX 化技術支援室」を設置し，その後も「DX 化推進
タスクフォース」を設置するなど，大学のディジタル化
を推し進めている．香川大学DX推進戦略／DX推進計
画等の DX 化技術支援室の設置及び現在取り組んでい
る事項について述べる．
4 章は，高知県における Next 次世代施設園芸農業

IoP（Internet of Plants）について紹介頂いた．Next 次
世代施設園芸農業 IoP のモットーは，『「楽しく，楽に，
儲かる」農業』であり，この実現に向けて，高知県をは
じめ大学，地元企業，団体が連携し推進している．本プ
ロジェクトは 2027 年以降まで継続することが予定され
ており，各部会の紹介や現在の検討状況，IoP クラウド
プロトタイプ構築等の活動内容について述べる．
5 章は，NTT 西日本における台風災害におけるプロ

アクティブなり障予測とレジリエントな復旧対応につい
て紹介頂いた．同社では，災害対策におけるプロアク
ティブなり障予測（台風が接近・上陸する前に通信設備
の故障数予測や顧客からの入電数予測による事前準備），
及びレジリエントな復旧対応（台風通過後にNTT通信
ビルから顧客宅までの区間を能動的に全数試験を行うこ
とでり障規模を把握し，早期復旧体制を素早く確立する
こと等）を行っている．それらの仕組みや課題，効果，
今後の対応について述べる．
6 章は，災害時に求められる自動車の新しい機能とそ

の実用化について紹介頂いた．豪雨による水災害は道路
寸断や浸水を起こし，避難や救援物資の運搬に支障を来
す．また，今後の東南海地震では同様の被害のほか，電力
インフラ停止が懸念される．紹介する災害対応型の自動
車はこれらの災害に対応し，短距離であれば水上移動ま
たは空中移動ができる自動車をコンセプトに研究開発を
進め，今後の自動車に求められるものについて述べる．
末尾となりましたが，執筆依頼を御快諾頂いた皆様，

編集委員会の皆様，事務局の皆様に感謝申し上げます．
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